
FORCE (NGHXT) に搭載する
広帯域Ｘ線撮像検出器 WHXI
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FORCE&(FOcusing&Rela1vis1c&universe&and&Cosmic&Evolu1on)&(元名&NGHXT)&は0.5@80keVを10秒角(HPD)で撮像分光し，隠されたブラックホールの探査と宇宙線加速機構の解明を主目的とする小型衛星計
画である．この講演ではスーパーミラーの焦点面検出器の開発中の現状を述べる．
検出器に求められる性能は，(1)エネルギー帯域0.5@80keV，(2)ミラーが持つ10秒角(HPD)の分解能を活かせる位置分解能，(3)鉄K輝線帯域でのプラズマ分光が可能なエネルギー分解能，(4)低い非
Ｘ線バックグラウンド，である．これを満足するために，0.5keVから20keVを主に受け持つX線SOIPIX検出器と20keVから80keVを主に受け持つCdTe検出器のハイブリッドカメラの開発を進めてい
る．CdTe検出器はASTRO@H& HXIのものをさらに発展させ，FOXSI2実験の経験も踏まえ，ピクセルサイズ100μm(2秒角に対応)，厚み750μmの検出器を開発する．X線SOIPIXはピクセルサイズ
36μm(0.74秒角に対応)，13.8mm×21.9mmサイズのXRPIX@Full検出器を3つモザイク状に並べ，44mm×45mmの撮像エリアを構成し，15分角の視野を実現する．SOIPIXの開発の現状として，2015年末
にXRPIX@Fullの1/2のサイズのXRPIX5が完成する予定である．また，イベント駆動読み出し時のノイズを下げる方策，軟Ｘ線感度を向上させる新しいＸ線入射構造を持つ素子の試作を進めている．
素子自身のＸ線性能に並ぶ大きな課題は，Ｘ線SOIPIX用のトレイの開発である．Ｘ線SOIPIX素子は44mm×45mmの撮像エリアで3@4Wの発熱が起こる．これを排熱しつつ，CdTeが受け持つ20keV以
上のＸ線を透過させる構造が必要である．そこで枠状のパッケージ兼トレイの検討を開始した．設計段階で問題がなければ，&4月末をめどに樹脂でモックアップを作る予定である．
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